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岩手県津波防災技術専門委員会の検討状況について（報告） 

 

１ 第１回「岩手県津波防災技術専門委員会」の開催状況 

（１）開催日時 平成 23 年４月 22 日（金） 13:00～15:00 

（２）開催場所 エスポワールいわて 大ホール 

（３）委  員 

委 員 名 職  名 備 考 

今村 文彦 東北大学大学院教授 欠席 

堺  茂樹 岩手大学工学部長 委員長 

首藤 伸夫 東北大学名誉教授  

内藤  廣 建築家・前東京大学教授 欠席 

羽藤 英二 東京大学大学院准教授  

平山 健一 
独立行政法人科学技術振興機構 

JST イノベーションサテライトいわて館長 

復興委員会

委員 

南  正昭 岩手大学工学部教授  

山本 英和 岩手大学工学部准教授  

（４）議  題 

① 東日本大震災津波からの復興に向けた基本方針について 

② 被災状況の把握及び考察 

③ 今後の検討の進め方について 

 

２ 第１回「岩手県津波防災技術専門委員会」における委員からの主な意見 

（１）被害状況について 

・ 津波対策施設の効果を整理・検証することが必要。 

・ 被害を免れた地域、または被害が小さかった地域もある。被害の大きかっ

た地域との状況の違いを分析し、良い例として参考にすることが重要。 

・ 必ず住民を守る方法があると信じて取り組んでいく。 

（２）今後の調査及び検証について 

・ 各海岸施設の被害原因を詳細に調査、把握することが必要。 

・ 破壊された施設と、健全に残った施設それぞれの原因を詳細に調査し、分

類整理することが必要。 

・ 避難における課題の整理が重要なので、時期を見て定量的調査（アンケー

ト調査など）を実施することが必要。 

・ 津波対策施設の規模を検討するため、技術的なシミュレーションを第一優

先で実施することが必要。 
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（３）津波対策の方向性、津波対策施設の整備目標、防災型の都市・地域づくりの

考え方について 
 ① 防災 

・ 津波対策施設で全ての津波を防ぐことは不可能。ハード整備とソフト施策

の組み合わせによる津波対策を計画するべき。 

・ 施設計画と避難計画を一体として検討することが必要。 

・ 想定を超えることが起こりうることを念頭に、復興計画に取り組むことが

必要。 

・ 津波には避難することが最も大切。津波の脅威を風化させないために防災

教育の充実などが必要。 

・ 防潮堤、防潮林、道路盛土等の組み合わせによる多重防御システムが必要。 

・ その上で、防災計画などを県民に示す時には、従来の浸水区域等の考え方

に加えて避難に要する時間も今後のアウトカム指標として重要。 

 ② まちづくり 

・ 現在も余震が続いている状況であり、余震による二次災害も念頭において

復興活動に取り組むことが必要。 

・ 地域によって被災状況が異なるので、復旧復興のスピードの違いに配慮す

ることが必要。まちづくりには時間軸が大切で、市町村の状況に応じて県

が手厚く支援を行うべき。 

・ 震災の経験や教訓の場として、メモリアル公園などの象徴的施設をまちづ

くりの中で位置づけ、長く伝えていくことが必要。 

・ ハード整備だけで自然災害を抑え込むことはできない、という前提に立ち、

自然との共生など持続可能なシステムが必要。 

・ 高齢者などでも余裕を持って安全に避難できるまちづくりが必要。 

  

３ 今後の検討の進め方について（参考資料１参照） 

（１）第２回「津波防災技術専門委員会」の予定 

① 日  時 平成 23 年５月７日（土）（予定） 

② 議  題 

・ 今回の津波再現シミュレーション結果による現況施設の効果検証 

・ 津波対策におけるハード及びソフト対策の項目 

・ 現行制度等の課題抽出 

（２）第３回「津波防災技術専門委員会」の予定 

① 日  時 平成 23 年５月 23 日（月）（予定） 

② 議  題 

・ 津波対策施設の整備目標 

・ 津波対策の方向性 

・ 防災型の都市・地域づくりの考え方の整理 























































































































東日本大震災津波復興委員会 津波防災技術専門委員会

上旬
4/11　第１回委員会
【議題】
・基本方針の決定
・論点整理
・被災状況分析の報告

4/15　委員委嘱

4/14～15　現地調査

4/26　第２回委員会
【議題】
・論点整理
・専門部会（津波防災技術専門委員会）からの報告

上旬

中旬

5/13　第３回委員会
【議題】
・取組方向・柱立て
・専門部会（津波防災技術専門委員会以外）からの報告

下旬
５月下旬　第４回委員会
【議題】
・ビジョン（たたき台）検討

上旬
上旬　第５回委員会
【議題】
・ビジョン（素案）検討

中旬

下旬

※議題の内容は変更となる場合があります。

今後の検討の進め方

６月

４月

５月

中旬

4/22　第１回委員会
【議題】
・東日本大震災津波からの復興に向けた基本方針につい
て
・被災状況の把握及び考察
・今後の検討の進め方について
【まとめ】
・津波対策施設の整備目標、津波対策の方向性、防災型
の都市・地域づくりの考え方に関する「項目」の整理

下旬

７
〜
３
月

第２回委員会（予定）
【議題】
･現況施設の効果検証（速報）
・津波対策におけるハード及びソフト対策の項目
・現行制度等の課題
【まとめ】
・現況施設の効果の評価
・津波対策施設の整備目標、津波対策の方向性、防災型
の都市・地域づくりの考え方に関する「項目」の課題及び対
策の整理

第３回委員会（予定）
【議題・まとめ】
･津波対策施設の整備目標、津波対策の方向性、防災型の
都市・地域づくりの考え方の整理

以降、随時開催
・津波予測計算（シュミレーション）
・被災メカニズムの把握
・整備目標等の検討
・都市・地域づくりの検討
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